
２０２１年度 辰巳台地区社会福祉協議会 事業報告 

  

⒈ 「居場所」づくり事業 

●通いの場「ほっとサロン」 

連合町会集会所で毎週月曜日１０時から１２時まで(第２月曜日は１３時

３０分～)感染対策を行ったうえで実施しました。スクリーンに映写したラジ

オ体操、懐メロに会わせながらの体操や歌を歌ったり、地域のボランティア

さん手づくりの遊具を使ってのワクワクゲーム等で、あっという間に時間が

過ぎ、充実した場になりました。 

 ８～９月、１～３月は、まん延防止期間で休みになりましたが、その間は参

加者の方に電話、手紙等で開催の見通しなどの状況をお知らせしました。 

 

【実績】２９回開催(４月～７月、１０月～１２月)、参加人数６０５人 

 

●子ども食堂 ｢トイトイＢ｣ 

 子ども食堂の名称を「トイトイ」から「トイトイＢ」に変え、辰巳公民館

にて第３土曜日（一部変更有り）に行いました。コロナ対策のため会食を実

施することは出来ませんでしたが、参加人数も増えスタッフ手づくりの心の

こもったお弁当を配ることが出来ました。また、まん延防止等でお弁当も作

れない期間は多方面から食材の提供を受け、フードパントリーを行いました。 

 クリスマス会も密を避けながら、工作、ゲーム等を楽しんでもらい、お弁

当、地域からいただいたケーキ、果物等の品物を参加者の方々へ配布いたし

ました。 

 

    【実績】お弁当８回、フードパントリー３回、（８月は休み） 

        総利用者数５９６人（子ども２６８人） 

 

 

 

⒉ 人材育成 

コロナ禍の影響で、３小学校、中学校での福祉体験教室は実施することが

出来ませんでした。また福祉バザーなどの行事も中止になったため、ボラン

ティア募集も行いませんでした。 

 

 



 

３．地区行動計画推進委員会（第２層協議体） 

２０２１年度はコロナ第４波に始まり第６波を経験した期間ではありまし

たが、新規感染者数が比較して少なかった４月、５月に精力的に活動し、「共

に見守り支え合う地域作り」を目指して、高齢者向け情報を満載した「辰巳

台地区『シルバーライフべんり帳』」を発行することが出来ました。各種団体、

町会のご協力を得て、高齢者世帯３，０００（推計）のうち２，０００世帯

への配布が完了致しました。コロナ禍の中、人が集まる催しが減り、配布の

機会が限られましたが、全世帯への配布を目指して配布活動を継続して参り

ます。 

今後の新たな検討テーマとして、「日常生活支援事業（たすけあい辰巳ねこ

の手）の充実強化」を取り上げることに致しました。 

 

 

 

４．歳末たすけあい運動 

歳末たすけあい運動の一環として、地区社協では例年「福祉バザー＆福

祉祭り」を実施してきましたが、２年連続でコロナウイルス感染予防を踏

まえ、中止としました。バザーに代わる活動として、本年度も街頭募金を

１２月１１・１２日にスーパー「せんどう」の駐車場をお借りし実施しま

した。 

また、連合町会にご協力をいただき、募金活動も実施しました。連合町

会の募金で２１６,５００円、街頭募金で４８,３３３円と多くの方にご協

力をいただくことが出来ました。誠にありがとうございました。 

 

募金合計：２６４，８３３円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．自主財源づくり事業 

●黄色いレシート 

マックスバリュ辰巳台店の黄色いレシートは地域の方々の協力を得て、還

付金の確保に努めました。 

【還付金】 

前期：１０，１００円 

後期：１１，３００円 

（２０２２年度決算に反映） 

 

 

●賛助会員制度 

本年度は１４８名の方に賛助会員になっていただきました。皆さまのご協

力により、会費も昨年を上回ることができました。 

 

会員数：    １４８人 

会 費：２１１，０００円 

 

 

●資源リサイクル事業 

コロナ禍で公共施設の資源回収が減少気味ですが、各種団体の皆さまの各

家庭よりの持ち込みで、収益を上げる事ができました。 

 

実績額：２０９，７７７円 

 

 

 

６.研修会 

恒例の辰巳台地区地域福祉関係者合同研修会は、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため中止としました。 

代わりに２月２０日(日)、千葉県地域福祉フォーラム・シンポジウム｢地域

共生社会の実現に向けた取り組み｣に地区社協、ネットワーク、ねこの手から

オンライン研修に参加しました。 

 

参加者：１１名 

 

 



 

７．相談支援事業 

辰巳台地区民児協との連携・協働のもと、毎月 1 回(第 1 日曜日)に「よ

ろず相談どころ」を開催しました。地域福祉活動計画に基づき、今後の相

談支援事業について民児協と検討を進めていきます。 

 

 

 

８．災害対応 

具体的な取り組みはできませんでした。 

 

 

 

９．情報発信 

地域によりタイムリーに情報発信を行うことを目的に検討を行いました。 

運用方法や、運用媒体について検討を重ねた結果、フェイスブック

（Facebook）による情報発信を行うこととし、２０２２年３月にアカウン

トの作成まで準備が整いました。２０２２年度からは具体的な情報発信を

試行していきます。 


